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３.3 Villageで伝えたいメッセージ
６つのメッセージで多様な人を集める

• 参加者がワクワクし、Villageに来たくなるようなメッセージを各Villageに掲げる

• 2050年の社会を見据えながら、本博覧会で解決案を提示を目指す課題を踏まえて「2050年の社会に花
や緑の力をどう活かせるか」という視点６つのメッセージを導いた

• 異なるメッセージを発信するVillageを配置し、多様なコミュニティのあり方を体現する

多様性
寛容性

出典：国土のグランドデザイン2050 概要①（国土交通
省、2014年7月）、「国土の長期展望」中間とりまとめ
（国土交通省、2020年10月、「未来社旗構想2050」の概
要（国土交通省、2020年1月）

デジタル技術でリアルに彩られる
花・緑の多様性
生物多様性が科学技術の進歩に重要であることを発信し、リア
ルの重要性を再定義するとともに、新産業の創出につなげる

世界の文化がそろい咲き誇る国際交流
世界の花や緑、農、食などをテーマにした文化の紹介や体験を
通した国際交流を提供し、多様な文化のあり方を浸透させる

エコと共存した循環型社会
上瀬谷の特徴の一つである農に着目し、自然の機能を賢く利用
し、Village内での100%サーキュラーエコノミーを実現する

みどりの力で造るフレキシブルな社会
防災に関する自然の機能を活用した先人たちの知恵や、人が生
きていくうえで必要な水や食料に関する技術や知恵を紹介する

多様なコミュニティが織りなす園芸文化
園芸や植物をテーマにしたアートや伝統文化を通じたコミュニ
ティの形成や先端技術による新たな価値感を提案する

新技術がもたらす自然共生の
ライフスタイルへの転換
技術の進展で可能になる自然とふれあう時間が充実したライフ
スタイルを提案する

本博覧会で
解決案の提示を目指す主な課題
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・種の絶滅速度の高まり
・地球温暖化の進展
・様々な自然災害の

甚大化、頻発化
・特に途上国での顕著な人口増加
・都市部の貧困
・人口増加を賄う食料確保
・安定的農業生産力の向上

・災害リスクの低減
・生産年齢人口減少の進展
・中山間部の過疎地
・地方都市の中心市街地の空洞化
・公共インフラの老朽化、

維持管理に伴う整備費の確保
・花き産業や花き文化の振興

による消費増、輸出の拡大
・デジタル技術の進展等により

広がる格差への対応

・世の中の潮流の大変化への対応
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2050年の社会の姿

Villageで伝えたいメッセージ

デジタル
経済圏

リアルデータの
利活用促進

分散化

物質消費
の削減

オープン
イノベーション

健康寿命の
延伸

サーキュラー
エコノミー

協働
（地域活動に関わる）

人口の拡大

ライフ
サイエンスと

デジタルの融合

二地域生活
・就労

教育の質の向上
・機会の増加
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3.4 Villageイメージ図

ゲノム編集食品の
可能性

公園愛護会と連携した
里山体験

世界の伝統的な
お祭り体験

庭園・農園住居がデザインされた
農のある暮らし

リサイクル着物生地を
利用したファッションショー

次世代植物工場・
スマート農業

食料残渣によるバイオガス
生成と発電

世界の朝ごはん

アート花壇
コンテスト
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会期前の取り組み
• 国内外の子どもたちに「未来の植物工場」のアイディアを出してもらう。
• 生物多様性スタンプラリーを企画し、各地の博物館や動物園をめぐり、生物多

様性の重要性を知ってもらう。

レガシー
• アグリテックのハッカソンやピッチコンテストを年次イベント化し、上

瀬谷で開催。国内外から関心の高い人を集め、地域の賑わいや地元農業
関係の活気を生み出す。

デジタル技術でリアルに彩られる花・緑の多様性
生物多様性が科学技術の進歩に重要であることを発信し、リアルの重要
性を再定義するとともに、新産業の創出につなげる

＜Village配置の考え方＞
斬新な建物中心で、未来的な印象を与えるコン
テンツを多く展開し、ワクワク感を演出できる
ので、最初に来場者の目に付きやすい入場ゲー
ト付近に配置する

3.4 Villageにおけるコンテンツの展開

汎用： 自然との調和 新産業の創出緑や農による共存 連携による解決

エディブル
フラワー

バイオ
ミミクリー

化粧品

アグリテック

ゲノム編集

生物多様性

五感の
デジタル化コンテンツ名 内容 想定参加者

ゲノム編集食品
の可能性

農家の省力化や安定
生産、収穫量の向上
等のためにゲノム編
集技術で開発された
作物を使った料理を
体験する

・大学等の研究機関
・製薬会社
・食品メーカー
・医療業界

コンテンツ名 内容 想定参加者

日本の花の
可能性

国産の花を化粧品原
料にし、日本の植物
の可能性や良さを知

・花卉農家
・世界的な化粧品

ブランド

る

コンテンツ名 内容 想定参加者

アグリテックの
ハッカソン、
ピッチコンテ
スト

参加者だけでなく、
来場者との交流の場
も設け、社会課題解
決を身近に感じる

・学生
・ベンチャー

キャピタル
・ベンチャー企業

コンテンツ名 内容 想定参加者

自然界に学ぶ
デザイン

（バイオミ
ミクリー）

雪の結晶や高効率な
蟻の群体行動など自
然界にある形やプロ
セスが生活に活かさ
れていることを体感
する

・メーカー
・大学等の研究機関
・クリエイター
・デザイナー

未来の植物工場
で食べる花

エディブルフラワー
の生産効率を改善や
研究開発を目的とし

・植物の栽培装置と
成長管理システム
を開発する企業

・大学等の研究機関
・花卉農家

た植物工場を再現
し、花卉産業の領域
拡大に貢献する技術
を知る

コンテンツ名 内容 想定参加者

花を通じて知る
五感の
デジタル化

花や植物を五感を通
じて体験し、それら
の感覚をデジタルで
表現する仕組みを知

・通信事業者
・旅行業界
・医療業界
・データ解析を専門

とする企業る

自然史標本の
デジタル化の
最前線

生物多様性の保全の
重要性や生物多様性
情報を支える物的証
拠として重要な生物

・大学等の研究機関
・博物館
・画像解析を専門と

する企業
標本の新しい活用を
知る

体験を
提供する

体験を
提供する

体験を
提供する
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会期前の取り組み
• 市内の学生や留学生を中心として、コンテンツ企画を行い、日本と海

外の各国が園芸・農を通じて個人レベルでのネットワークを構築する。

レガシー
• 各国のナショナルデーなどを契機に、多数の国からの参加者を

迎え入れ、園芸・農・食を通じた文化コミュニティを構築する。

＜Village配置の考え方＞
国や地域ごとに違う文化を体験を通じて実感で
きる展開を行うため、催事施設や公式参加エリ
アと連携した交流イベントを開催できるような
配置にする

3.4 Villageにおけるコンテンツの展開

汎用： 自然との調和 新産業の創出緑や農による共存 連携による解決

各国花と
日本各地の花

日本の
技術革新

世界の茶と
コーヒー

文化体験

世界のごはん

フラワー
アレンジメント

世界の文化がそろい咲き誇る国際交流
世界の花や緑、農、食などをテーマにした文化の紹介や体験を通した国
際交流を提供し、多様な文化のあり方を浸透させる

コンテンツ名 内容 想定参加者

各国国花
紹介エリア

各国の国花が文化
と密接に結びつき、
国の象徴となってい
ることを実感

・参加各国

日本各地の花 日本各地の花を紹介
することにより、四
季の美しさや、多様
な気候の素晴らしさ
を実感

・参加各自治体

会場外花文化等
へのアクセス
するツーリズム

日本各地の花の魅力
を巡るガーデンツー
リズム。農山漁村の
営みを体験するアグ
リツーリズム

・協会展示

エリア別各国の
文化紹介と花を
使った文化体験

各国の文化紹介と文
化体験を同時に行う
ことによる国際交流

参加各国

コンテンツ名 内容 想定参加者

日本の技術
援助

飲料水やバイオトイ
レなど、衛生的な生
活を送るために大切
なものを実感する

・政府機関
・輸送用機器業者

世界の茶と
コーヒー

日本で発展した
茶道と各国の茶や
コーヒーの楽しみ方
を体験

・茶道家、業者、
団体

・茶葉輸入業者
・商社
・飲料メーカー

世界のフラワー
アレンジメント

いけばなを通して海
外と友好活動を行う

・華道家、業者、
団体

・各国大使館

コンテンツ名 内容 想定参加者

世界の朝ごはん 各国の朝食を食べ、
食文化を体験する

・飲食業

公式参加エリア 催事エリア

体験を
提供する
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会期前の取り組み
• 会期3年前より種苗会社と連携し、プレイベントとして個人宅でのプ

ランターによる野菜作り教室を開催する。

レガシー
• 個人宅（戸建・集合住宅問わず）にて、野菜作りが継続して行

われ、食の大切さや農への理解が深まる。

＜Village配置の考え方＞
建物は少なく、牧歌的な雰囲気を演出し、農に
着目したコンテンツが多数展開されるため、農
地に隣接するエリアに配置し、隣接する農地と
連携も視野に入れる

3.4 Villageにおけるコンテンツの展開

汎用： 自然との調和 新産業の創出緑や農による共存 連携による解決

ソーラー
シェアリング

隣接農地での
作物収穫体験と試食

次世代植物
工場

住宅

ファッション
ショー

バイオ
フィリック

エコと共存した循環型社会
上瀬谷の特徴の一つである農に着目し、自然の機能を賢く利用し、
Village内での100%サーキュラーエコノミーを実現する

バイオガス
発電

コンテンツ名 内容 想定参加者

庭園・農園住居 農のある暮らしを体
験し、自らグリーン
インフラ実装の実践
者となる

・造園会社
・都市型住宅

メーカー

・種苗会社

がデザインされ
たによる農の
ある暮らし

（宿泊体験＋
農の体験）

住宅による
雨水利用

雨水を生活用水の一
部として使い、天の
恵みを余すことなく

・造園会社
・都市型住宅

メーカー

・種苗会社利用

コンテンツ名 内容 想定参加者

リサイクル着物
生地を利用した
ファッション

日本の使い切る文化
とファッションの融
合

・着物・服飾系
デザイナー

ショー

コンテンツ名 内容 想定参加者

食物残渣による
バイオガス生成
と発電

・ガス精製機器会社会場内飲食での食物
残渣を見せる化し、
我々の食べ残しの多
さを実感する
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コンテンツ名 内容 想定参加者

周辺農地での
作物収穫体験
と試食

都市型農地（グリー
ンインフラ）を体験
する

・周辺農家

コンテンツ名 内容 想定参加者

里山体験 日本の里山の営みを
体験し、共生社会を
知る

・公園愛護会

コンテンツ名 内容 想定参加者

ソーラーシェア
リングによる
電力供給

営農を続けながら、
農地の上部空間を有
効活用し、土地の有
効活用事例を知る

・電機メーカー
・電力会社

次世代植物工場 天候に左右されない
食糧の安定供給

・大学などの
研究機関

・建設会社

コンテンツ名 内容 想定参加者

バイオフィ
リック建築の
展示

ストレスの少ない働
きやすい環境に整え
ることで、緑の大切
さを実感

・建設会社
・造園会社

ਗ਼
ৡ

体験を
提供する
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会期前の取り組み
• 植物等、自然資源を活かした防災技術や日本の高い農業技術に関する、

ワークショップを途上国を含む世界の留学生・研修生や横浜市民、プ
ロ農家、地元農家、NPOなどで実施。

レガシー
• 農業大国である途上国と横浜市における農業ネットワークの構築
• 自然と共生するための技術の開発、普及を進める横浜市のグリー

ンシティとしてのブランド向上

＜Village配置の考え方＞
生命の源である水や食に着目するとともに、自
然の持つ多様な機能を活用した先人たちの知恵
をコンテンツを展開し、水源に隣接させ効果的
な演出とする

3.4 Villageにおけるコンテンツの展開

汎用： 自然との調和 新産業の創出緑や農による共存 連携による解決

水・グリーン
インフラ

多収量等品
種展示

教育体験
フードテック
レストラン

開墾実験

みどりの力で造るフレキシブルな社会
防災に関する自然の機能を活用した先人たちの知恵や、人が生きていく
うえで必要な水や食料に関する技術や知恵を紹介する

生物進化VR等

コンテンツ名 内容 想定参加者

生物進化の歴史
の五感を通した
VR 体験

人、動物、植物の順
応性を知る

・ゲーム、
アニメ制作会社

・生物学者

多機能な自然を
活用した減災
対策（グリーン
インフラ）

日本の高い災害対策
技術の発信

・行政
・建設業界

未来の水マネジ
メント（先端の
高度処理、バラ
スト水）の展示

水需要の増加、水ス
トレス緩和への意識
向上

・行政
・飲料業界

コンテンツ名 内容 想定参加者

自然を体験する
スカウティング

自然を活かした対応
力を上げる提供

・教育機関
・出版業界
・スカウティング

団体

コンテンツ名 内容 想定参加者

多収量、病害虫
温暖化に強い
農作物品種の
展示

・食料問題の提起
・日本技術の発信

・農家
・種苗メーカー
・農業試験場

コンテンツ名 内容 想定参加者

土・肥料づくり
から始める開墾
実験

・農を取り入れた生
活の提案

・日本の土壌の特色
を知る

・市民
・農家
・土地改良研究者

コンテンツ名 内容 想定参加者

フードテック
（人工肉、完全食）

や昆虫食など
未来の食材と AI 

により調理する
レストラン

・食料問題の提起
・健康意識の向上

・レストラン
・食品メーカー
・バイオ関連企業

体験を
提供する
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会期前の取り組み
• 世界に知られる日本のアニメで、上瀬谷をテーマにしたアニメ製作を行い、本

博覧会で伝えたいメッセージを世界に発信していく。監督のもと、国内外の参
加型（キャラクター名の募集など）でアニメをつくる。

レガシー
• スポンサー、サポーターの協力のもと、本博覧会のテーマに沿ったアニ

メを継続して製作し、横浜ブランドとして世界に発信する。

＜Village配置の考え方＞
先端技術により日本文化の新しい見え方や日本
と各国とのつながりを知ることで、新たな発見
につなげる。日本庭園との連携により効果的な
演出を図る

3.4 Villageにおけるコンテンツの展開

汎用：

自然との調和 新産業の創出緑や農による共存 連携による解決

漫画・アニメ
江戸園芸三花

書道×花

庭園×ファッション
造園技術披露

多様なコミュニティが織りなす園芸文化
園芸や植物をテーマにしたアートや伝統文化を通じたコミュニティの形
成や先端技術による新たな価値感を提案する

世界の薬草

植物の
鉢合わせ

コンテンツ名 内容 想定参加者

花のあるくらし
プロジェクト

磁器や陶器で江戸時
代の観賞用植木鉢を
作り、自宅で使い、

・磁器、
陶器メーカー

江戸時代に、鑑賞用
植木鉢と植物の鉢合
わせも楽しんだ日本
文化を体験。みんな
が楽しんでいる様子
を会場でも表現

みんなでつくる
自然

日本の漫画やアニ
メ、絵画などに描か
れる自然を 360°映

・クリエイター
・市民
・映像空間デザ

イナー、企
業

像で演出。参加者が
描いた花や動物を映
像化し、同時に空間
に写すことで、自然
の表現の多様性を体
感

コンテンツ名 内容 想定参加者

書道パフォー
マンス × 花

書道パフォーマンス
の作品に合う切り花
を花卉農家が提供
し、市民が飾り付け、

・書道家、書道部
・市民
・花卉農家

みんなで作品を創る

コンテンツ名 内容 想定参加者

薬草から知る
日本と世界の
つながり

日本と各国の薬草を
通じたつながりの展
示や薬草のカクテル
を楽しみ、薬草につ
いて知る

・製薬業界
・医療業界

江戸園芸三花
（朝顔・花菖蒲
・ 菊）の世界観
展示

江戸時代に自慢の奇
品植物を競い合った
愛好家たちの園芸熱
や植物の葉や茎の変
異を「芸」として珍
重したという日本の
園芸文化を知る

・花苗業界

コンテンツ名 内容 想定参加者

日本庭園を舞台
にしたファッ
ションショー

光や音を使った演出
で、日本庭園を舞台
に世界的なブランド
のファッション
ショーを実施。日中
の庭園とは別の顔を
感じてもらう

・音楽アーティスト
・ファッション

ブランド

・空間デザイナー

造園技術
デモンスト
レーション

生垣、雪吊等の日本
の造園技術を知る

・造園技術者

体験を
提供する

体験を
提供する




